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世
界
に
は
「
水
の
都
、
橋
の
都
」
と
冠
称
で
き
る
都

市
が
多
い
。
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ニ
ス
、
中
国
の
水
郷
鎮
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
…
…
。
シ
カ
ゴ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど

は
「
橋
の
都
」
と
い
え
る
。
し
か
し
東
京
の
下
町
の
橋

の
よ
う
に
、
全
体
的
な
都
市
構
造
と
の
文
脈
の
中
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
橋
の
配
置
計
画
は
、
世
界
中
の
都
市
を

み
わ
た
し
て
も
ど
こ
に
も
な
い
。

　

下
町
の
橋
は
、
周
知
の
よ
う
に
関
東
大
震
災
後
の
帝

都
復
興
事
業
で
形
づ
く
ら
れ
た
。
隅
田
川
は
、
帝
都
を

代
表
す
る
河
川
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
第
一
橋
梁
の
永
代

橋
や
第
二
橋
梁
の
清
洲
橋
の
設
計
は
綿
密
な
計
画
の
も

と
に
架
設
さ
れ
た
。
永
代
橋
に
立
っ
て
下
流
側
を
望
む

と
、
今
で
こ
そ
目
の
前
に
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
21
の
高
層
ビ

ル
群
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
が
、
復
興
当
時
は
手
前

に
佃
島
を
配
し
、
そ
の
向
こ
う
に
は
東
京
湾
の
茫
漠
た

る
景
色
が
広
が
り
、
天
気
の
よ
い
日
は
遠
く
房
総
半
島

を
望
む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
場
所
に
は
、
荘

重
で
力
強
い
男
性
的
な
ア
ー
チ
橋
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考

え
ら
れ
た
。
第
二
橋
梁
の
清
洲
橋
は
、
こ
れ
と
は
対
照

的
に
優
美
な
下
垂
曲
線
を
描
く
女
性
的
な
吊
橋
が
架
設

さ
れ
た
。
男
性
的
な
橋
と
女
性
的
な
橋
と
で
、
対
比
的

に
帝
都
の
入
口
を
演
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
以
外
に
も
隅
田
川
の
橋
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
環

境
に
ふ
さ
わ
し
い
タ
イ
プ
と
デ
ザ
イ
ン
の
橋
が
架
設
さ

れ
、
復
興
当
時
か
ら
「
橋
の
博
物
館
」
の
異
名
を
も
ち
、

橋
見
物
の
遊
覧
船
ま
で
就
航
し
た
。

　

隅
田
川
の
左
右
の
地
域
で
も
、
橋
の
タ
イ
プ
が
ち
が

う
。
右
岸
地
区
（
中
央
区
や
千
代
田
区
）
に
は
ア
ー
チ

橋
が
、
左
岸
地
区
（
江
東
区
や
墨
田
区
）
に
は
ト
ラ
ス

橋
が
配
さ
れ
た
。
右
岸
地
区
の
ア
ー
チ
橋
は
外
堀
の
近

く
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
ー
チ
橋
を
架
設
し
た
。
し
か

し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
ち
放
し
で
は
な
く
、
外
堀
の
石

垣
に
あ
わ
せ
て
石
張
り
と
し
た
。
外
堀
よ
り
離
れ
た
神

田
川
は
、
ス
チ
ー
ル
の
ア
ー
チ
橋
を
架
設
し
た
。
左
岸

地
区
は
、
中
小
河
川
や
運
河
の
交
差
部
に
ト
ラ
ス
橋
を
、

そ
の
他
の
場
所
に
は
桁
橋
を
架
設
し
た
。

　

問
題
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
橋
の
タ
イ
プ
を
変
え
た

の
か
に
あ
る
。
復
興
事
務
局
が
ま
と
め
た
『
帝
都
復
興

事
業
誌
』
に
そ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。「
美
観
を
必
要
と
す

る
地
点
に
あ
っ
て
は
、…
、
拱
橋
（
ア
ー
チ
橋
の
こ
と
）

の
如
き
を
選
ん
で
風
致
を
添
え
し
め
た
」
と
あ
る
。
こ

れ
か
ら
、
右
岸
地
区
の
皇
居
や
銀
座
地
域
は
風
致
や
美

観
を
重
視
し
、
左
岸
地
区
は
風
致
を
重
視
し
な
か
っ
た

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
は
、
当
時
の
橋
の
美
意
識
と
左

岸
地
区
の
土
地
利
用
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。

　

明
治
の
中
頃
か
ら
ト
ラ
ス
橋
は
橋
の
部
材
が
多
い
た

め
（
垂
直
材
や
梁
の
部
材
ま
で
ト
ラ
ス
材
）、
鳥
籠
の
中

に
い
る
よ
う
で
よ
く
な
い
、
圧
迫
感
が
あ
る
、
橋
梁
内

外
の
眺
望
を
阻
害
す
る
な
ど
の
理
由
で
嫌
わ
れ
、
ア
ー

チ
橋
が
市
街
地
環
境
に
調
和
す
る
と
好
ま
れ
た
。
ま
た

江
東
区
・
墨
田
区
は
大
正
八
年
の
都
市
計
画
法
で
工
業

地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
で
ト

ラ
ス
橋
が
架
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

で
、
何
故
に
「
河
川
の
交
差
部
な
の
か
」。
河
川
の
交

差
部
は
、
道
路
の
交
差
点
と
い
え
る
。
当
時
は
舟
運
が

配
置
計
画
と
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
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神田川にかかる美倉橋
神田川も江戸時代に本郷台地を切り崩してつくら
れた人工河川（運河）。上流の和泉橋から下流は川
幅が一定なので、同一タイプの橋が架設された。橋
の個性化は、親柱や高欄、照明など、構造とは無関
係のところで図られた。

白鬚橋：帝都の北門
南門の永代橋と同じバランスト・タイドアーチの白鬚橋。違いは、永代橋のアーチ
が鋼版なのに対し、白鬚橋はトラス構造である。右岸側は、東京市浅草区と東京府
北豊島郡との郡市境であった。
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盛
ん
で
行
き
交
う
船
が
多
く
、
交
差
部
で
は
船
が
右

折
・
左
折
し
た
。
ト
ラ
ス
橋
に
す
る
こ
と
で
、
橋
脚
の

な
い
ワ
ン
ス
パ
ン
の
橋
を
架
設
で
き
た
。
船
の
交
通
安

全
を
考
え
て
ト
ラ
ス
橋
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

中
小
河
川
と
隅
田
川
と
が
合
流
す
る
箇
所
も
同
じ
こ

と
が
言
え
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
橋
の
ゲ
ー
ト
性
を

意
識
し
て
、
各
河
川
の
第
一
橋
梁
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
ち

が
う
ア
ー
チ
橋
を
架
設
し
た
。
ア
ー
チ
橋
は
美
を
演
出

し
、
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
た
の
は
、
橋
を
み
れ
ば
、
船
頭

さ
ん
が
自
分
の
入
る
河
川
が
一
目
で
わ
か
る
サ
イ
ン
効

果
も
考
え
た
。

　

下
町
の
橋
全
体
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
も
考
え
ら
れ
た
。

皇
居
か
ら
遠
ざ
か
る
に
し
た
が
っ
て
、
橋
の
装
飾
や
デ

ザ
イ
ン
密
度
が
落
ち
て
い
る
の
で
あ
る
。
皇
居
の
内
堀

に
は
伝
統
的
な
擬
宝
珠
付
き
の
木
橋
が
架
設
さ
れ
た
。

材
料
は
節
ひ
と
つ
な
い
柾
目
材
で
あ
る
。
費
用
は
、
鋼

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
高
価
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
橋
の
配
置
計
画
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

ま
ず
、
橋
詰
広
場
が
あ
げ
ら
れ
る
。
橋
に
は
四
カ
所
の

橋
詰
広
場
が
あ
り
、
復
興
橋
梁
は
四
二
五
橋
架
設
さ
れ

た
の
で
、
単
純
計
算
す
れ
ば
、
四
二
五
×
四
＝
一
、

七
〇
〇
カ
所
の
橋
詰
広
場
が
設
け
ら
れ
た
。
主
要
な
橋

詰
広
場
に
は
、
橋
詰
の
三
大
施
設
で
あ
る
交
番
、
ト
イ

レ
、
消
火
器
具
納
庫
が
設
置
さ
れ
た
。

　

ま
た
下
町
に
は
、
復
興
小
学
校
に
隣
接
し
た
復
興
公

園
が
五
二
カ
所
つ
く
ら
れ
た
。
公
園
は
授
業
中
は
小
学

校
の
運
動
場
と
し
て
使
用
さ
れ
、
放
課
後
は
地
域
住
民

に
開
放
さ
れ
た
。
隅
田
・
浜
町
・
錦
糸
の
復
興
三
大
公

園
も
つ
く
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
大
中
小
の
公

園
群
が
下
町
に
配
置
さ
れ
た
。
公
園
群
を
結
ぶ
緑
の
ラ

イ
ン
と
な
る
街
路
樹
も
幹
線
街
路
に
植
え
ら
れ
た
。

　

水
路
網
も
、
江
戸
か
ら
の
屈
曲
し
た
線
形
が
直
さ
れ
、

川
幅
な
ど
も
統
一
さ
れ
た
。
下
町
に
は
水
と
緑
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
橋
詰
広
場
は
緑
の
結
節
点
で

も
あ
っ
た
。

　

こ
れ
だ
と
計
画
者
や
好
事
家
の
単
な
る
自
己
満
足
に

終
わ
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
こ
れ
に
終
わ
ら
な
か
っ
た

の
が
帝
都
復
興
事
業
で
あ
り
、
計
画
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

　

当
時
は
水
上
バ
ス
も
あ
り
、
橋
詰
広
場
が
水
上
バ
ス

の
発
着
場
で
あ
り
、
橋
の
袂
に
は
都
電
や
バ
ス
の
停
留

所
が
あ
っ
た
。
水
路
と
陸
上
と
の
交
通
の
結
節
点
に
な

っ
て
い
た
の
が
、
橋
詰
広
場
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
復
興
事
業
の
合
言
葉
は
、「
復
興
は
橋
よ
り
」

で
あ
っ
た
。
機
能
的
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
美
し
い
橋
を
つ

く
れ
ば
、
街
の
建
物
も
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
美
し
い
建
物

が
で
き
、
美
し
い
街
並
み
が
形
成
さ
れ
る
と
考
え
た
の

で
あ
る
。
実
際
、
橋
の
親
柱
や
高
欄
・
橋
灯
な
ど
の
デ

ザ
イ
ン
は
ア
ー
ル
・
デ
コ
様
式
で
つ
く
ら
れ
、
市
街
地

に
も
ア
ー
ル
・
デ
コ
様
式
の
建
物
が
数
多
く
つ
く
ら
れ

た
。
東
京
は
空
襲
で
焼
け
野
原
に
な
る
ま
で
は
、
世
界

的
に
も
ま
れ
な
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
街
で
あ
っ
た
。
戦
災

に
よ
っ
て
建
物
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
幸
い
橋
は

焼
け
残
り
、
今
で
も
当
時
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

個
々
の
橋
の
デ
ザ
イ
ン
が
バ
ラ
バ
ラ
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
下
町
の
橋
全
体
の
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
あ
り
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
一
つ
ひ
と
つ
の
橋
の
デ
ザ
イ
ン
が
あ

る
。
橋
の
タ
イ
プ
を
み
れ
ば
、
下
町
の
地
域
性
が
わ
か

る
。「
水
の
都
」
は
影
が
薄
く
な
っ
た
が
、
東
京
は
ま
れ

に
み
る
「
橋
の
都
」
な
の
で
あ
る
。

　

世
界
遺
産
の
価
値
基
準
「（
ⅱ
）
建
築
、
科
学
技
術
、

記
念
碑
、
都
市
計
画
、
景
観
設
計
の
発
展
に
重
要
な
影

響
を
与
え
た
、
あ
る
期
間
に
わ
た
る
価
値
観
の
交
流
又

は
あ
る
文
化
圏
内
で
の
価
値
観
の
交
流
を
示
す
も
の
」

に
該
当
す
る
の
が
東
京
の
橋
の
配
置
計
画
で
あ
り
、
東

京
の
都
市
計
画
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
で
、
東
京
下
町
の
橋
と
都

市
計
画
を
暫
定
遺
産
候
補
に
立
候
補
す
る
の
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

手前からお茶の水橋、
聖橋、奥に松住町架道橋
アーチ橋の聖橋と桁構造のお
茶の水橋とは、対比的な橋梁
景観をつくり出している。総
武線は、復興事業で隅田川を
越え、お茶の水まで延伸され
た。そのとき御茶ノ水駅は現
在地に移された。

水戸徳川庭園跡を残す隅田公園
隅田公園は、隅田川の両岸にあった遊水地を埋立ててつくられた。わが国最初のリバー
サイドパークで、公園内にはプロムナードや、陸上競技場・水泳場・ボート溜まりなどの
スポーツ施設もつくられた。

復興小学校と隣接する復興公園
九段小学校と上六公園。不燃建築のコンクリート校舎にして、水洗
トイレや最新式の理科室など、小学生の教育環境を重視したのは建
築構造学の基礎を築いた佐野利器の強い提案だった。

復興橋梁のシンボル橋配置図
復興橋梁は全部で425橋架設された。図はこ
のうち桁橋以外の橋をプロットした図になっ
ている。桁橋以外は景観的に目立つので、こ
こではシンボル橋と総称している。


